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平成２２年第２回（３月）定例会 代表質問通告表

順 質  問  事  項 質 問 者

１

１ 施設介護待機者解消対策について

２ 介護人材の確保について

３ 市が関わる特養６施設の統合促進の考えは

４ 障害者対策について

５ トキとの共生について

６ 佐渡トキマラソン大会について

７ 生涯学習に関することについて

新生クラブ

金 子 克 己

２

◎ 施政方針について

○ 佐渡空港整備について

① 離島振興法と新潟県離島振興計画について

② 公共用地取得単価の推移と空港用地の提示価格について

③ 知事の羽田空路開設と空港整備のセット論について

④ 地権者同意取得について

清明志政会

金 光 英 晴

３

１ 政治姿勢について

⑴ 施政方針について

重点事項の実効性について

⑵ 平成22年度予算について

重点的予算配分の基本的考え方について

⑶ 佐渡空港拡張計画の問題点について

離島としての必要性と今後の対応について

自民党

猪 股 文 彦

４

１ 佐渡空港について

新空港計画による 15 年後の開港を待つよりも、現空港の利活用によ

る３年後のフライトを望む声が島民の間にある。知事が事業申請しない

のであれば、知事が申請者でない第三の空港や供用空港の開設など早急

な対策をとる考えはあるか

２ 地域経済について

⑴ 松ヶ崎小中連携校改築事業及び金井小学校移転改築事業等の発注時

期及び形態について

⑵ 新年度の普通建設事業を間断なく発注するために、どのような庁内

体制を考えているか

⑶ 議案第 57 号一般会計補正予算(第８号)の繰越明許費について

① 年度内に執行できない理由

② 国県の許可はどうなっているか

③ 未発注の繰越はあるか

④ 事故繰越はあるか

⑤ 予算執行の原則は単年度主義である。早急な対応が望ましいと考

えるが、市長の所見を問う

地域政策研究会

根 岸 勇 雄
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順 質  問  事  項 質 問 者

４

３ 佐渡総合病院について

看護学校棟建設工事は、島内業者に限定した分離発注により実施する

よう発注者へ要望すべきであるが、市長の所見を問う

４ 佐渡市の人件費及び固定経費について

なぜこれほどの高水準を維持しなければならないのか。どの程度削減

できるのか

５ 農政問題について

⑴ 佐渡市の調整水田はトキの餌場として国から認められていると聞く

が、自己保存管理についてはどのように国へ要望しているのか

⑵ 国は調整水田を３年以内に解消する方針であるが、転作が達成でき

なければ戸別所得補償を受けることはできない。山間地に点在する小

さな湿田を管理する高齢者は、どのように対応すればよいのか

⑶ 国の食料生産力が高まり、瑞穂の国として明るい農山村が蘇り、国

土の保全と地方自治がより充実することを切望する。市長の所見を問う

６ 防犯灯の地元負担について

７ 健康保養センターの民間譲渡について

⑴ 松泉閣と新穂潟上温泉のチップボイラーにかかる経費について

⑵ 譲渡後３年間の補助について

８ 地域防災について

  建設業者の倒産等が地域防災に及ぼす影響が懸念されるが、除雪・融

雪の現状について尋ねる

９ いこいの村佐渡の今後の運営について

10  佐渡唯一の道の駅「佐渡能楽の里」について

佐渡汽船が３月末で経営から撤退すると報道されているが、市の対応

を問う

地域政策研究会

根 岸 勇 雄

５

１ 農業政策

⑴ 戸別所得補償モデル対策

すべての販売農家に15,000円/10aを支給＋価格下落分補填

次年度からは本格実施（総額約２倍 民主党マニフェスト）

⑵ 加工用米に20,000円/10aの新たな助成制度の実施

⑶ 飼料用米80,000円/10aは、30万トンをＭＡ米から国産飼料米に切替

えて、農家の希望量を集荷できる体制が確立（されたこと）

⑷ 佐渡だけが、調整水田や自己保全管理において、トキの餌場として

の改善計画が認められ、生産調整カウントが農水省から認可（された

こと）

※ 以上、新年度から実施される新政権の新たな政策であるが、これら

に対する市長見解を問う

⑸ 佐渡版所得補償事業については高く評価する。その詳細な内容を問

う

民政市民クラブ

近 藤 和 義
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順 質  問  事  項 質 問 者

５

⑹ これらの多くの政策を円滑に推進するためには、県･市･農協及び農

業委員会を１フロアーに集めて一元化する必要がある。４者連携の

上、佐渡農業の振興と市民サービスに努めるべきだが、市長見解を問

う

２ 子育て、教育

⑴ 子ども手当の支給

月 13,000 円×約 8,000 人×12 月＝約 12 億５千万円

次年度からは約 25 億円の支給（民主党マニフェスト）

⑵ 公立高校実質無償化

私立高校生の学費負担軽減（12万円～24万円/1人を支給）

市内572人に適用（Ｈ22）

※ 以上の新政権の政策に対する市長見解を問う

３ 行革

他市（類団）の２～３倍を有する本市の人件費を確実に縮減していく

ために、佐渡市将来ビジョンに沿って、５～10年間を設定した職員定数

条例に改正すべきだが、市長見解を問う

４ 旧女子高残地9,000㎡は、ＮＳＧ専門学校を誘致したために、当初の

約定を県から反故にされ、未だに佐渡市に払下げられていないため、本

市の再編計画に大きな支障をきたしている。一日も早い返還が求められ

ているが、その進捗状況を問う

５ 2,000ｍ空港の必要性と、それに取組む市長の覚悟を問う

民政市民クラブ

近 藤 和 義

６

１ 市長の政治姿勢について

⑴ 民主党政治について

初めての民主党政権の予算を市長はどう評価しているのか、見解を

求める

⑵ 髙野市政について

① 統廃合や民営化等は市民の声を尊重し、合意のもとで行う考えが

あるのか、見解を求める

② 市民の声を反映する仕組みづくりを考えていないか、見解を求め

る

⑶ 2010年度予算について

「佐渡市将来ビジョン｣のイメージが明確ではない。佐渡市の将来

像について市長の見解を求める

２ 地域経済対策について

⑴ 住民、建設業者などにメリットがあり地域経済の振興に結びつく

「住宅リフォーム助成制度」(住宅改修補助)の創設について

⑵ 中小企業の仕事確保につながる取組みについて

文部科学省の「スクール･ニューディール」構想への対応について

見解を求める

日本共産党

中 村 良 夫
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順 質  問  事  項 質 問 者

６

３ 福祉対策について

○ 後期高齢者医療制度について

滞納による保険証の取上げは行わないようにするべきと考えるが、

どのように対応するのか

４ 佐渡市行政改革について

⑴ 行政改革の取組みについて

① 施設の統廃合や民営化計画等、全体計画を市民に公表する考えは

ないか、見解を求める

② 市民の意見をきちんと集約すべきではないか、見解を求める

③ パブリックコメントの募集期間として１か月間は短すぎる、見解

を求める

④ 少なくとも地域審議会の意見は、きちんと聞くべきではないか、

見解を求める

⑵ 温泉施設について

① ４つの温泉施設の民営化について、もっと早い時期に市民から意

見を聞くべきではなかったか、見解を求める

② 温泉施設は最終的にいくつ残すのか、見解を求める

⑶ 学校統廃合計画について

前浜小中連携校の計画について関連議案が提案されているが、これ

に反対する地元からの要望書が教育委員会へ提出されている。住民合

意が得られていなくとも進めていくのか。また、統廃合計画本体につ

いても同様の考えか、見解を求める

５ 農業対策について

○ ｢将来ビジョン｣の成長力強化戦略に地域経済活性化として農林水産

業の振興を最重要視していることについて

① 地産地消を積極的に推進するための具体策について問う

② 地産地消を推進するため、契約栽培等で価格を保障し、農産物を

計画的に確保する考えはないか、見解を求める

③ 農業再生及び自給率向上対策について見解を求める

④ 農地利用集積の進捗状況、中核農家育成は進んでいるのか、見解

を求める

⑤ 農業後継者育成について、農業振興公社の育成･強化により新規

就農者の公募を検討できないか、見解を求める

６ 佐渡空港対策について

現時点での市民の意見をどのようにとらえているのか

７ 平和対策について

○ 「非核平和都市宣言」について

トキが舞う平和な島にこそ「非核平和都市」を宣言することを求め

る

日本共産党

中 村 良 夫
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順 質  問  事  項 質 問 者

７

１ 政治姿勢を問う

２ 今後の政策について問う

⑴ 産業政策について

① 一次産業、観光産業

② 雇用問題

③ 公契約条例

⑵ 公共交通政策について

① 佐渡航路

② 公共バス路線

⑶ 行政組織について

支所機能のあり方

⑷ 福祉医療政策について

① 高齢福祉（介護関連）

② 育児支援策と保育園のあり方

③ 地域医療と市立病院

⑸ 教育政策について

学校統廃合

⑹ 自治体政策について

自治基本条例

⑺ 平和政策について

非核平和都市宣言

社民･平和市民連合

小 杉 邦 男


